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概要

本検証比当庁の消防隊員が司嚇で使用する実火災体験型榔腕設において、実際に消防隊員が訓練している最中の

繋環境を測定した。

その結果、司I練中の指導者等が活動する位置の床から高さ1.14m付近の最高温度は、約3∞℃であった唱また、コン

テナ訓練施設に設置されている温度計は、設置個所の影響により司!l練位置の温度よりも低い値を示した唱

1 はじめに

当庁では、実火災体験型司l練施設(以下、 「コンテナ訓練施

設j という)を使用して、着火からの火炎怯伏の確認及。報環

境下i司芯じtdi財く技術を習得してし1る。

今回、司|練中のコンテナ司欄鍛内の鰯撹を確認し、司l練

時の安全管理に資することを目的に、実際に消防隊員力主訓練し

ている最中のコンテナ司l練施設内の熱環境の測定を行った唱

2 実施日時

(1) 日時

平成22年7月16日(鉛及び平成22年7月29日休)

(2) 場所

第二消防方面訓練場(大田区京浜島一丁目 1番4号)

3 コン子ナ田崎姉団財震要

コンテナ司幌施設(内寸:奥行12mX間口 2.4mX高さ 2.制

民銅製で内部に木製パレットなどの可燃物を燃焼させる燃焼

室を有し、進入口怖丘の天井に封開ダクトが設けられている(写

真1、写真2参冊。また、コンテナ司蜘蹴内部の繋螺境を

把置するため温度計が設置されている。

写真1 コンテナ劃臨剰電設進入口側
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写真2 コンテナ自!鯨施設撚焼室側

4 潰憶

測定は、司嚇内容及て舟縛ポイント等を示した、当庁の「実

火災体験型司嚇実施要領lに基づいた司l練中に行った。

(1) 測定条件

ア可燃物

燃焼室内における可燃物の開兄を写真3及び寺其4に示す。

可燃物広燃焼台保面より高さO.75m)上の木製ξレット8

枚保面に2枚、正面奥に2枚、左右側面に各1枚ずつ、天井

に2初及t焼材等である。

写真3 鮒賓室の総兄
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写真4 可燃物の民兄

(天井I::J'¥レット2枚カ苦闘こより固定されている)

イ司嚇方法

訓練は、指導者を先頭に司嚇実施者数名がコンテナ罰欄敏

に進入し、火災性状の確認及ひ娘説室鞘首2mの地点で、訓練

実施者が一人ずつ間欠肋kを行う。本測定実施時の司噺曜を
表1に示す。

表1 rol腕行程

時間組面的:秒) 行動

0:∞ 1回目進入B融合、可燃吻の着火

2:31 扉閉鎖

7:13 1回目放水開始

14:15 1回目脱出開始

14:38 1回目脱出完了

26:17 2回目進入開始

26:44 2回目放水開始

36:46 2回目脱出開始

36:56 2回目脱此涜了

(2) 測定内容

測定内容を、表2に示す。測定は、コンテナ司嚇揃設内の温

度、受熱量の計調I汲び司視画像の撮影、また、コンテナ施設外

部側面からの赤外線映像を撮影した。

また、測定した温度とコンテナ司|練施設に設置されている温

度計似下、 「コンテナ司I練施関且度計j という)の値との差

異を確認するため、コンテサ司l陳施設の屋外布糊瞳に表示され

る温度を司祖画像で撮影した(写真5参照)

さらに、本部練施設の進入口付近天井に煙粒子を焼却するパ

}ナ，-(以下、 「パーナ'-Jという)が設置されていることか

ら、パーナ」直下における受熱量を測定しむなお、バーナー

直下の受熱量については点火から封開攻躍が可能になるノ〈ー

ナ)本体温度850
0Cになるまでの35分間を測定した。

表2 測定内容

測定項目倒!鹿点霊的 担健機器

コンテナ司櫛施設戸朝:の温度(17点〉 K熱電対素線径o.踊 m

コンテナ司糠施設内部の受索量 (2点〉 察研諌計制担輩出

コンテナ司晦髄笛伊ヲ部の可視画像(1点) αDカメラ

コンテナ司嚇施部作部の側面温度 赤外報カメラ(N社動

コンペテナ司制調最温度計の値 αDカメラ

ノ〈ーナ」直下の受熱量 (1点) 繋研爾十0，1捌

写真5 屋外申階雌

(3) 測定箇所

測定箇所は、図1及て潤2に示すとおりである。表3及び表

4に示す高さに熱電対及び療研諌計を設置した(写真6、写真

7参照)

赤外線カメラ

CCDカメラ

図1 測定機器顎E置図

委竪(暴巾0.70) 垂li!.(垂巾1.00) 垂壁(垂巾0.90)

o-y.N 

-は‘コンテナ訓練施設温度計、 A-Eは、潤定位置を示す。 単位;~
⑤は指導者位置、 0は放水位置を示す.

図2 コンテナ司l練施設平面図
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表3 熱電対の現l淀位置

拠隠位置 A B C D E 備考
ーー『

コンテナ司嗣描
2.∞ 2.∞ 2.00 

罰コン政テ計ナのヨ嚇高施さ ( | 
2.∞ 

1.40 1却 1.40 1.40 
設の垂臨高さ

一

コンテナ司!腕施床からの
1. 14 1. 14 1. 14 

調勝同高さJ一
高さ(m)

一 0.75 0.75 O. 75 接機台の高さ

コシチナ司嚇施
- I O. 23 I O. 23 I O.お一

謝且座主寸の高さ

表4 熱流東計の測定位置

前庭位置 B 

z∞ 
床からの

高さ ω
1.14 

写真6 コンテナ自l糠

加議内の総兄

(心 データ収録

E 備考

ー コンテナ訓練施甜且居同高さ

1.40 ノ〈ーナ)直下の受熱量

制服靭JJ(指導者)となる位置|
ー
の受熱量

写真7 熱流東計と熱電対

熱電対及て用防服部まデータ収録装置に接続し、データサン

プリング周期を1秒としデータ収録を行った赤外線カメラ及

びCCDカメラは、レコーダーに接続し映像を収録した。

5 測定結果

温度等の測定結果は次のとおりである。

(1) 測定位置A ・B・C'Dの温度

測定位置A・B・C'Dにおける可燃物の着火から司l腕終了

後までの温度の変化を、図3から図6に示す。
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図3 測定位置A (燃焼岳の温度
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図4 測定位置B (燃焼室から2m)の温度

10 15 20 2s 30 3S .0 

ItMO.過{分}

図5 測定位置C 働怯睦から4m)の温度
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図6 測定位置D (燃焼豊から6m)の温度



(2) コンテナ司l隙施樹園度計の温度

図2に示すコンテナ訓練施設温度計の可燃物の着火から訓練

終了後までの温度変化を図7に示す。
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図7 コンテナ司雌輔笛~量度計

(3) 測定位置Bの熱量

測定位置Bにおける可燃物の着火から訓練終了後までの受熱

量の変化を図8に示す。

‘ 20 25 30 35 40 
崎間経過{分}

図8 測定位置B (燃焼室から2m)の受熱量

(必 測定位置E(パーナ」直下)の温度見腰帯量

測定位置Eじおけるパーナ」の点火からパーナ」本僻且度が

850tになるまでの温度変化を図9に、受熱量の変化を図10に

示す。
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図9 測定位置E (バーナ-直下)の温度
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図10 測定位置E (バーナ-直下)の受熱量

(5) 赤外線カメラによる熱画像

コンテナ訓練施設の外皇訪さ強雨により冷却されたため、温度

調IJ:z目立出来なかった。

6 考察

(1) 司|腕中の索蝶境

ア指導者

指導者の位置l主図2f認す撚焼室から 2mの距高佐である。

指導者州立置と;閥尭室から同蹴出こ一設定した測定位置B3 (高

さL1伯;ほぽ折膝姿勢の頭部)での可燃物の着火から訓練終

了後までの温度及ひ受熱量の変化を図11に示す。自糠時の最大

温度及。受熱量はそれおも292.4
0

C、8.3kW/nfであった最

大温度比 2回目進入開始直後の26分29秒であり、動で熱

量は、 2回目放水直後の26分49秒であった。

このようお朝環境では、たとえ防火衣を完全着装した状態で

も防火衣外側から防火衣内側への伝索噂により、ばく露時間の

長さに応じて次第に防火衣裏面側の温度は上昇する。さらに、

この温度上昇はばく露後も一定時間組織することがあるt)。こ

のことから、指導者等は訓練後の防火衣の早期離脱はもとより、

司|腕中の体表面の違和感にも留意し、異常を感じた際は緊急脱

出し、防火衣の離脱なと参防火衣内部の熱を放散させる措置等が

必要である。

℃ 

‘∞ 

15 20 2s 30 35 40 
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図11 指導者位置制程から 2m)の総兄

主由
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イ その他の隊員等

図12に示すとおり他の測定位置においても、高さ1.14mでの

最高温度は3∞℃付近まで上昇しており、訓練実施者に対し、

他のコンテナ都練施設と同様に防火衣の完全着装、低姿勢併住

持、緊急脱出体制の確保脱出後の防火衣の早期商倒見などの安

全貸理を実臆する必要がある。

℃ 
4ω 

J50 

3ω 

250 

z∞ 

150 

1c凶

50 

10 15 20 :!s 30 J5 40 

時間値過(分1

図12 床から1.14mの温度

(2) コンテナ司|隙施設温度計との比較

図13に示すとおりコンテナ司l練施前置度計と測定位置Bに

おける温度測定とで着火直後から、温度差掛確認できる。第1

回目脱出完了 (14分38秒)までの最対昆度差は、 B1 (高さ

2. 00m)の152t、B3 (高さ1.14叫の69
0
C、B5 (高さ O.23m)

の14
0
Cであり、コンテナ司幌施裁量度計の値は、本測定で設置

した熱電対で測定した温度よりも低川直を示す傾向があった4

この理由として、コンテナ司晦劫匝強固度計のセンサーがパンチ

ングメタルで保護されているため、火炎からの瑚欄洲云わり

づらし哨槌であることが考えられる。
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翼コンテナ副館錨鐙温度計(t.t4m)
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図13 コンテナ司|臨勅白髭畠度計と測定温度

(3) パーナ)直下の熱環境

パーナ」の火炎比写真8のとおりの搬眼込口からコンテ

ナ却脚搬内〈噴出はないが目視できた唱温度見般需唾は、

それぞれ厨9、図10に示すとおり、温度が50't付近て受索唾

が2.5kW/ばであった。このことから、防火衣を完全着装し長時

間その場に立止まらなければ受傷に至らないと考えるが、パー

ナ)からの受熱量の測定中に繋研疎計の前に手部保手)を数

度かざしたところ、熱さからその場に止まることが困難てeあっ
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たことから安全上バーナ」直下に止まることは避けるべきであ

る。

写真8 J¥'ーナーの火炎と熱流東計

7 まとめ

(1) 訓練における指導者等方活動する位置の床から高さ1.1位

付近の最高温度}主約3∞℃であった。指導者及t周|隙実施

者は、体表面の違和感に留意し、異常を感じた際は緊急脱出

し、防火衣の自問見など防火衣内部の熱を放散させる措置等が

必要である。

(2) コンテナ司噺説鼓温度計比設置個所の影響により、訓練

位置の温度よりも低い値を示す。

(3) パーナ」直下の察顕境は、防火衣を完全着装していれ民

受傷に至らないと考えるが、パーナ」直下に止まることは、

避けるべきである。

8 おわりに

火D縫験の少ない職員が樹噸向にある中で、効果効率的な
司|腕を推進していくためには、より実践的な訓練が必要であり、

コンテナ訓練施設の鰯競を理解し、安全力り効期句な司l練を

損金する必要がある。
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Abstract 

Measurement of the thermal environment 
at the real fire training facility 

Shohei NEMOTOキ， Tetsuo KIDA**， Shigeo WATANABE* 

This study measured the thermal environment during actual training by firefighters at the real 

fire training facility， which is used for training by TFD firefighters. 

As a result， the highest temperature at around 1.14 meters above the floor where the supervisors and 

other trainees ¥Vorked was approximate ly 300t during the training. In addi tion， the thermometers placed 

in the container training facility showed lower temperatures than the training position due to the 

difference of the levels where they were placed. 

*Equipment Safety Section 材 TakanawaFire Station 
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